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声明：医療崩壊をもたらす医学部新設に反対します。 

        全国医学部長病院長会議 

 

東北地方に震災復興のシンボルとして医学部新設を行う動きがあり、宮城県

では医学部新設に向けての準備が加速しているとのことです。 

全国医学部長病院長会議は、日本の将来の医師養成、および各地方の地域医

療を守る立場から、医学部の新設に強く反対します。以下、その理由を列挙い

たします。 

 

Ⅰ．医学部新設には多くの臨床医が必要です。 

現在の候補病院の臨床系医師数は 50名程度です。現存する規模の最も小さい

医学部ですら臨床系医師数は約 250 名が必要です。医学部新設に当たっては、

地域医療の中核を担う有能な病院勤務医約 200 名を医学部教員へ振り分ける必

要があります。 

 

Ⅱ．東北以外の地方からであっても教員（臨床、基礎）の招聘は不可能です。 

新設にあたっては、東北地方を中心とした被災地地域の病院医療が崩壊しな

い仕組（東北からは病院医師を引き抜かないー西日本から招請）を作ると説明

されています。しかし、現在の医療体制下では、医師数が多いとされる西日本

でも病院勤務医、大学病院勤務師は不足であり、その余裕はありません。従っ

て、わずかとは言え東北の病院医師が引き抜かれる可能性があります。 

また、全国的にも基礎医学系教員の状況は厳しいものがあり、新設により各

大学の基礎医学系教員の不足が加速されます。 

 

Ⅲ．病院は数名の医師減少で崩壊します。 

一道県で 2～3名なら、問題は無いとの議論もあります。病院経営に携わる自

治体はよく理解していると思いますが、基幹病院ですら各診療科 1 名から数名

の医師で診療に当たっています。たった 1 名の医師減少で、診療科の医療は崩

壊し、一診療科の崩壊は、病院の崩壊に結びつき、病院の崩壊は全県の病院崩

壊をもたらします。さらに、県を超えて地方の医療崩壊へ続いてゆき、広域で

病院医療の崩壊が起こる事は、火を見るより明らかです。 



Ⅳ．既存の医師養成増の効果は来年から始まります。 

 6年前からの定員増（14～5大学を新設したと同義の 1,416人）では未だ卒業

生が輩出しておらず、効果は来年からとなります。この様に、卒業まで 6 年、

一人前の医師になるには約 10年が必要です。多額な投資を行って新設しても卒

業生が一人前になるころには過剰時代で、いわゆる医師不足への効果はありま

せん。 

 

Ⅴ．2025年には医師数は世界標準に達します。 

 2025 年には日本の医師数は OECD 平均に達します。この時期、人口減少が

続いている日本で世界標準以上に医師数を増員する意味はありません。2020年

には G7の平均に達します。 

 

Ⅵ．2019年には医学部定員削減にかじを切る必要があります。 

医学部は 6年教育です。2025年に医師の適正数が確保されれば、その 6年前

の 2019 年には定員削減を始めなければなりません。わずか 6 年後です。もし、

これから医学部を新設すれば、準備、認可手続きなどを経て約 4年後の 2017年

に入学生を迎えます。新設医学部の一期生が 2 年生に進んだ時期に、医学部定

員減になるのでは学生が気の毒です。 

 

Ⅶ．過剰な医師数は医療レベルを下げ、国民の信頼を失います。 

国民の求めている医師像は有能な医師です。日本の高い水準の医学教育とと

もに、日本の医療は世界がうらやむ世界一であるとされています。過剰な養成

増は医師の粗製濫造につながり、むしろ国民の健康被害に結び付くことになり

ます。結果、国民の落胆は大きく、国のみならず地方の医療行政への不信は増

すばかりとなります。 

 

Ⅷ．地域偏在、診療科偏在解消で、いわゆる医師不足は解消します。 

 地域偏在、診療科偏在並びに大学や病院勤務医の減少が、いわゆる医師不足

を増悪させています。効率的医療システムの下での偏在解消への医療政策変更

で医師不足問題は解決します。 

 

Ⅸ．既存の大学での定員増は、経費は抑えられ、増減の調整も容易です。 

今後、人口の減少などに伴い、医師過剰になった場合、新設された医学部を

廃校にすることは困難です。医師不足に対しては、必要に応じて定員の増減が

可能な既存の医学部における定員増減で調節するのが最も合理的です。既存の

大学での定員増は、既にある教育施設の準用が可能で、経費は抑えられます。 
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